
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０20．５．26（火） 

加東市立社中学校  

保健室  

 ＮＯ６の続きです。裏面まで、じっくりと読み進めていってくださいね。 

 

～ ほけんだより  NO. ７ 
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新聞記事や日本赤十字社の資料を読んで、疑問点も含めてどのようなことを思いましたか？書き留めておきましょう。また、友達や家族と意見も交換してほ

しいなと思います。（学校では、話す距離を考えてね。）考えのシェアは、より自分の考えを深めることになります(*^^*) 

編集後記      私はこの新聞記事や資料を読んで、たくさん考えさせられるとともに、情報を受けてしっかりと考え、自分の意見を持つことの大切さを感じました。 

職業や行動、流行地域などによって感染リスクの差があるのは事実です。だからといって、その方々や地域に対して線引きをし、白い目を向けるのは別問題だと思うのです。スライ

ド７の「敵がウイルスという見えないものだからこそ、特定の対象を見える敵と見なし、敵がすり替わっている。そして、本当の敵が見えなくなっている」という部分が本当にそう

だなと思います。今回の自粛生活で、他者の行動を監視する「自粛警察」という言葉まで出てきましたが、感染症予防の基本は「自分自身がどういう行動をとるか」です。 

新聞記事の「感染は自業自得」の件について。記事にそのマイナス面が書かれていたので、プラス面を考えてみました。私は、この「自業自得」というのは、「原因があるから結果が

ある」という考え方がベースになっていると思います。その考え方を日本人は、他者に対してだけでなく、自分に対しても思う人が多いのではないかと思います。長期の自粛生活が

できた要因のひとつに「この時、こういった行動をとれば（原因）、感染しやすくなる（結果）。だから、自分は今こうしよう。」という考え方があるのかもしれません。 

この事態に対応してくださっている方をねぎらい、感染症予防を他者批判にすりかえず「お互い 自分がやるべきことを やろう」という考え方でいたいものです。 

次号では、学校再開にあたっての「新たな生活様式（社中バージョン）」を紹介します。みんなで、心身ともに健康に過ごせるようにしましょうね。 


